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白梅図  澤三石筆  弘化２年（1845）  海田町蔵（千葉家旧蔵）

入館料金／ 一般 300円（240円）
 高校生・大学生 220円（170円）
 小・中学生 150円（120円）
 （　）内は20名以上の団体料金

［開館時間］午前９時30分～午後５時
 （入館は午後４時30分まで）

［休 館 日］月曜日
 （祝休日は開館し、翌平日が休館）

9月19日
11月8日～
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日
（※会期中に作品を一部入れ替えます）
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［アクセス］
●JR広島駅から20分　　
　広島市都市循環バス（エキまちループ）101号線「左回り」袋町下車すぐ
　広島バス21号線「宇品線」袋町下車すぐ　　
　広電電車1号線「紙屋町経由広島港行」袋町下車すぐ
●アストラムライン本通駅下車3分
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介
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ま
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澤
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澤
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、
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「村上家乗」
嘉永６年（1853）
広島大学文学部日本史学研究室蔵

山水図  澤三石筆  天保13年（1842）
明星院蔵

二大字「彭寿」  澤三石書
弘化２年（1845）
個人蔵

不老万年図  澤三石筆
天保11年（1840）
個人蔵

紅梅図  澤三石筆
文政５年（1822）
当館蔵

■関連行事
◎展示解説会
９月26日（土） 10月10日（土） 10月31日(土)　いずれも午後1時30分～
解 説：当館学芸員（９月26日、10月10日、10月31日）
 隅川明宏氏（広島県立美術館主任学芸員）（９月26日）

◎城下町ウォーク（澤三石と頼家の屋敷跡地をめぐる）
10月24日（土）　午後1時30分～
定 員：15名（事前申込制）
解 説：当館学芸員

◎頼山陽文化講演会（公益財団法人頼山陽記念文化財団主催）
11月３日（火・祝）　午後２時～　
会 場：合人社ウェンディひと・まちプラザ
定 員：60名（事前申込制）
講 師：隅川明宏氏（広島県立美術館主任学芸員）
演 題：「澤三石が絵画に託したもの」
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